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開設の⽬的・概要　等

超⻑寿社会を迎えた我が国においては、健康寿命延伸は喫緊の課題であり、その実現には運動器の機能と構造を維持することが必須である。中⻑期的には加齢に伴う運動器の構造的変化を早期に捉え、構造変化の改善や
遅延さらには予防を視野に⼊れた研究推進が必要である。本寄付講座では、⾻関節疾患に関して質の⾼い臨床を茨城県および茨城県神栖市で提供するとともに、⾻粗鬆症と脆弱性⾻折、変形性脊椎症や脊柱管狭窄症、
変形性関節症、⾻・軟部腫瘍、⼤腿⾻頭壊死症、スポーツ関連疾患などの多岐にわたる⾻関節疾患の病態解明とそれに基づく早期診断・早期治療実現に向けた開発研究を推進する。また、これらの診療と研究の実践によ
り、⾻関節疾患の診断・治療に関する臨床研究と基礎研究を遂⾏できる優れた若⼿医師・研究者の育成を図る。

⾻関節疾患地域医療・研究講座

⽯島　旨章（教授）
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国内学会発表 150 齋⽥良知 ,⽻⽥晋之介, ⽯島旨章, 再⽣医療を⽤いたスポーツ障害に対する最新治療 下肢のスポーツ外傷・障害に対するPRP療法の役割, 第97回⽇本整形外科学会学術総会,
福岡, 2024年5⽉25⽇.

国内学会発表 151 原章, 市原理司, ⼭本康弘, 鈴⽊雅⽣, ⽯井紗⽮佳, ⼤⾕慧, ⽊原航, 丸⼭祐⼀郎, 前澤克彦, ⽯島旨章, ⾈状⾻偽関節に対する治療戦略 ⾈状⾻偽関節の偽関節⼿術後に
⾻癒合が得られない症例の検討, 第97回⽇本整形外科学会学術総会, 福岡, 2024年5⽉25⽇.

国内学会発表 152 齋⽥良知, ⽯島旨章, 病理の視座からゴール設定する最新の運動器リハビリテーション治療　スポーツ外傷・障害の再⽣医療とリハビリテーショ, 第97回⽇本整形外科学会学術集会, 福
岡, 2024年5⽉23⽇.

国内学会発表 153 ⽻⽥晋之介, 齋⽥良知, ⽯島旨章, 尺⾻偽関節に対し⾼濃度ブドウ糖によるプロロセラピーを⾏った⼀例, 第50回⽇本⾻折治療学会学術集会, 仙台, 2024年6⽉28⽇.

国内学会発表 154 ⽻⽥晋之介 ,⽻⽥雅夫, 齋⽥良知, ⽯島旨章, 髄内釘術後偽関節に対する多⾎⼩板⾎漿（PRP）治療の経験, 第50回⽇本⾻折治療学会学術集会, 仙台, 2024年6⽉29
⽇.

国内学会発表 155 ⽯井聖也, ⾺場智規, 林孝儒, 武藤治, 富永泰弘, ⽯島旨章, 前⽅アプローチ⼈⼯股関節全置換術に使⽤する特殊牽引台は、⼀般的な⾻折⽤牽引台で代⽤可能か?, 第50回⽇
本⾻折治療学会学術集会, 仙台, 2024年6⽉28⽇.

国内学会発表 156 井上弘章, 神⽥章男, 守屋秀⼀, 分島智⼦, 諸橋達, 最上敦彦, ⼤林治, ⽯島旨章, ⼤腿⾻ステム周囲⾻折に対する,術中安定性テストによるステムの弛み評価, 第50回⽇本⾻
折治療学会学術集会, 仙台, 2024年6⽉29⽇.

国内学会発表 157 鈴⽊雅⽣, 奥⽥貴俊, ⽊原航, ⽯島旨章, ラット⼤腿⾻巨⼤⾻⽋損モデルにおけるMasquelet法の⾻代謝環境と⾻癒合過程, 第50回⽇本⾻折治療学会学術集会, 仙台, 2024
年6⽉29⽇.

国内学会発表 158 坂本優⼦, ⽯島旨章, Rare bone disease⼩児整形から⾒たrare bone disease, 第42回⽇本⾻代謝学会学術集会, 那覇, 2024年6⽉29⽇.

国内学会発表 159 ⾺渡太郎, ⽯島旨章, 岩本潤, 沖本信和, 斎藤充, ⽵内靖博, ⽥中栄, ⽥中司朗, 宮腰尚久, 新規研究（JOINT-07）紹介, 第26回⽇本⾻粗鬆症学会, ⾦沢, 2024年10
⽉13⽇.

国内学会発表 160 鈴⽊雅⽣, 奥⽥貴俊, ⽊原航, 市原理司, 前澤克彦, ⽯島旨章, ラット⼤腿⾻巨⼤⾻⽋損モデルにおけるMasquelet法の⾻代謝環境と⾻癒合の過程について, 第39回⽇本整形
外科学会基礎学術集会, 東京, 2024年10⽉18⽇.

国内学会発表 161 ⼭本奈内⼦, 齋⽥良知, ⼩林洋平, 若⼭貴則, 内野⼩百合, 桃井康雅, 中嶋亮介, ⼤瀧尭也, ⾦⼦晴⾹, ⽻⽥晋之介, ⽯島旨章, 変形性膝関節症に対する多⾎⼩板⾎漿
（PRP）両⽅の効果はVEGF濃度が⾼いと減弱する, 第39回⽇本整形外科学会基礎学術集会, 東京, 2024年10⽉18⽇.

国内学会発表 162 ⼟屋勝, ⼤野隆⼀, 池上隆司, 吉村康嵩, 中村憲司, 伊東奈々, 箕輪宥志, ⽯島旨章, 終盤ずれ型は急性期BKPにおける術後セメント漏出の危険因⼦である, 第39回⽇本整形
外科学会基礎学術集会, 東京, 2024年10⽉18⽇.

国内学会発表 163 松尾智次, 武⽥純, 待⼭祐⼀郎, ⻲⽥壮, ⼩川貴久, 諸橋達, ⽯島旨章, 外反⺟趾⽔平⾻切り術における当院の⼯夫, 第49回⽇本⾜の外科学会学術集会, 東京, 2024年11
⽉8⽇.

国内学会発表 164 ⽯島旨章, 久保⽥光昭, ⾦⼦晴⾹, 吉⽥圭⼀, ⼩林慶司, ⽻⽥晋之介, 根岸義⽂, ⾦栄智, 塩澤淳, 有⽥均, 東村潤, 若菜傑, Adili Alipati, 根岸貴⼦[古賀], 岡⽥保典, ロ
コモ原因疾患としての変形性膝関節症　膝の痛みと早期の病態, 第35回⽇本運動器科学会, 宇都宮, 2024年7⽉6⽇.

国内学会発表 165 則直肇, 佐藤博伸, 奥⽥貴俊, 梶原⼀, ⽯島旨章, ⼤腿⾻顆上⾻折術後に同側の⼤腿⾻⾻幹部⾻折を受賞され、順⾏性髄内釘による再⼿術を⾏った1例, 第73回東⽇本整形
災害外科学会, 箱根, 2024年9⽉28⽇.

国内学会発表 166 藤本華奈, ⾦⼦晴⾹, ⽥中健, ⻑澤圭吾, ⼭本悠⽮, ⼩川恭平, ⽯島旨章, 箱根駅伝予選会における医務室の救護状況報告, 第73回東⽇本整形災害外科学会, 箱根, 2024
年9⽉28⽇.



国内学会発表 167 ⽯島旨章, ロコモ原因疾患としての⾻粗鬆症治療 現状と展望, 東⽇本整形災害外科学会, 箱根, 2024年9⽉27⽇.

国内学会発表 168 藤本華奈, 最上敦彦, 諸橋達, ⻲⽥壮, 松尾智次, 武⽥純, 待⼭祐⼀郎, ⼤林治, ⽯島旨章, 距⾻脱⾅⾻折に対するstaged operation, 第49回⽇本⾜の外科学会学術集
会, 東京, 2024年11⽉8⽇.

国内学会発表 169 武⽥純, 齋⽥良知, ⼩林洋平, 待⼭祐⼀郎, 松尾智次, ⻲⽥壮, 諸橋達, ⽥中⾥佳, ⽯島旨章, 変形性⾜関節症に対する多⾎⼩板⾎漿(PRP)療法のSAFE-Qを⽤いた治療効
果の検討, 第49回⽇本⾜の外科学会学術集会, 東京, 2024年11⽉8⽇.

国内学会発表 170 待⼭祐⼀郎, 松尾智次, 武⽥純, ⻲⽥壮, ⼩川貴久, 諸橋達, ⽯島旨章, ⾜底腱膜炎における収束型体外衝撃波治療の治療成績は治療前臨床症状と関連する, 第49回⽇本
⾜の外科学会学術集会, 東京, 2024年11⽉8⽇.

国内学会発表 171 塩澤淳, 有⽥均, 森尾秀徳, 池⽥浩, ⽯島旨章, ⾼澤祐治, ⽇本フットボールリーグ（JFL）所属の男⼦サッカー選⼿におけるハムストリング⾁離れとハムストリング筋⼒強度の関連, 第
35回⽇本臨床スポーツ医学会学術集会, 新潟, 2024年11⽉17⽇.

国内学会発表 172 ⼭本奈内⼦, 齋⽥良知, 宮本直和, 福島理⽂, ⼤瀧尭也, 井澤秀典, 岩楯⼤輝, 原⽥倖⼤, ⽯島旨章, ⼤腿⼆頭筋の筋スティフネス、筋束⻑、⽻伏⾓と⾁離れ発⽣リスクの検討,
第35回⽇本臨床スポーツ医学会学術集会, 新潟, 2024年11⽉17⽇.

国内学会発表 173 後藤賢司, ⻲⽥壮, ⽥原穣, 吾妻直幸, 森野孝律, 中嶋亮介, ⽻⽥晋之介, ⽯島旨章, Jリーグプロサッカーチームにおける過去10年間に発⽣した上肢障害の特徴, 第35回⽇本臨
床スポーツ医学会学術集会, 新潟, 2024年11⽉17⽇.

国内学会発表 174 市原理司, ⽯島旨章, ⼿の変性疾患に対するエクオールの可能性 ての痛みやしびれ、年齢のせいにしていませんか︖, 第57回中国・四国整形外科学会, 2024年11⽉24⽇.

区分 番号 ー 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 DOI 国際共同

特別講演・
招待講演 1 Homma Y. Dual Mobility in Total Hip Arthroplasty. Zimmer Biomet Institute, Webinar (India), Feb 17, 2024.

特別講演・
招待講演 2 Homma Y. Dual Mobility Acetabular Components. indications and effective use cases. 2024 Asia-Pacific Virtual Hip Symposium, Web, Jul 24, 2024.

特別講演・
招待講演 3 Morikawa D, Ishijima M. The biological role of posterior stability in acromioclavicur dislocation. 16th Samsong Medical Center Shoulder Symposium,

Soul, Korea, Nov 16, 2024.
特別講演・
招待講演 4 Morikawa D, Ishijima M. The role of posterior stability in acromioclavicular dislocation. 16th Samsong Medical Center Shoulder Symposium, Soul,

Korea, Nov 16, 2024.
特別講演・
招待講演 5 久保⽥光昭, 膝が痛い。なぜ︖どうする︖, 順天堂越⾕病院, 健康講座, 越⾕市, 2024年6⽉12⽇

特別講演・
招待講演 6 久保⽥光昭, こんな⼈こそQT再建︕－伝えたい、適応や成績と私のホンネ－ランチョンセミナー, 第2回⽇本膝関節学会, 沖縄, 2024年12⽉7⽇

特別講演・
招待講演 7 ⾦勝乾, バスケットボール⽇本代表チームのメディカルサポート, 第14回順天堂スポーツフォーラム, 東京, 2024年6⽉22⽇

特別講演・
招待講演 8 ⾦勝乾, バスケットボール⽇本代表チームのメディカルサポート, 令和6年度順天堂⼤学医学部附属練⾺病院医療連携の会, 東京, 2024年8⽉29⽇

特別講演・
招待講演 9 ⾦勝乾, バスケットボールのメディカルサポート, 杉並区整形外科医会, 東京, 2024年9⽉9⽇

特別講演・
招待講演 10 野尻英俊, 脊椎診療における薬物治療－新たなドラッグデリバリーシステムの選択－, ジクトルテープ効能追加１周年記念講演会in愛知, 名古屋, 2024年1⽉27⽇

特別講演・
招待講演 11 野尻英俊, 整形外科から⾒た神経障害性疼痛－腰部脊柱管狭窄症の治療⽅策を中⼼に－, それぞれの⽴場から⾒た神経障害性疼痛を考える会, Web, 2024年1⽉22⽇

特別講演・
招待講演 12 野尻英俊, 強直性脊椎炎に対する矯正⾻切り術－疾患に伴う疼痛の評価と対策－, Suegical challenges for intractable spinal diseases, Web, 2024年1⽉26⽇

特別講演・
招待講演 13 野尻英俊, ⾼齢者脊椎疾患のトータルケアー神経障害性疼痛の管理から低侵襲外科治療までー, 脊椎疾患を考えるWeb Seminar, Web, 2024年2⽉14⽇



特別講演・
招待講演 14 野尻英俊, プライマリーケアにおける⾻粗鬆症の診断・治療, SAS＆⾻粗鬆症WEBセミナー, Web, 2024年3⽉18⽇

特別講演・
招待講演 15 野尻英俊, ⾻脆弱性を伴う脊椎に対する外科治療, ⾻粗鬆症と脊椎疾患を考える会, ⼤分, 2024年3⽉29⽇

特別講演・
招待講演 16 野尻英俊, 脊椎外科治療の今昔－痛みの薬物治療から最新の外科治療まで, 第30回順天堂整形外科臨床医会, 東京, 2024年6⽉15⽇

特別講演・
招待講演 17 野尻英俊, ⾻粗鬆症性椎体⾻折治療のパラダイムシフト, 第287回広島県臨床整形外科医会研修講演会, 広島, 2024年6⽉29⽇

特別講演・
招待講演 18 野尻英俊, ⾻粗鬆症を伴う脊椎疾患に対する外科治療, 第4回千葉県⾻粗鬆症座談会, 千葉, 2024年7⽉2⽇

特別講演・
招待講演 19 野尻英俊, ⾻粗鬆症性脊椎疾患外科治療の進歩と課題, ⾻粗鬆症性椎体⾻折治療Update seminar, 東京, 2024年7⽉11⽇

特別講演・
招待講演 20 野尻英俊, ⾻粗鬆症を伴う脊椎疾患に対する外科治療の進歩と課題, 第4回AKITA Osteoporosis Research Seminar, Web, 2024年7⽉24⽇

特別講演・
招待講演 21 野尻英俊, ⾻粗鬆症を伴う脊椎疾患に対する外科治療の進歩と課, 第3回Orthopaedic Seminar, 東京, 2024年7⽉26⽇

特別講演・
招待講演 22 野尻英俊, 脊椎外科診療における痛みのコントロール－新たなドラッグデリバリーシステムの選択－, ジクトルテープ発売3周年記念講演会in三鷹, 東京, 2024年8⽉1⽇

特別講演・
招待講演 23 野尻英俊, ⾼齢者脊椎疾患のトータルケア－神経障害性疼痛の管理から低侵襲外科治療まで－, 第152回松⼾整形外科医会教育研修講演会, Web, 2024年9⽉11⽇

特別講演・
招待講演 24 野尻英俊, ⾻粗鬆症性脊椎疾患への外科治療の進歩と課題, 脊椎疾患Up To Date Hybrid seminar, 埼⽟, 2024年10⽉3⽇

特別講演・
招待講演 25 野尻英俊, OVFに対するSurgery & Medication, Spine surgery & Medication Seminar, Web, 2024年10⽉16⽇

特別講演・
招待講演 26 野尻英俊, 脊椎脊髄疾患と神経障害性疼痛－強直性脊椎疾患に伴う脊柱後弯に対する外科治療の実際, Spine Live Symposium, 東京, 2024年10⽉24⽇

特別講演・
招待講演 27 野尻英俊, 当院におけるジクトルテープの使⽤経験, Orthopedic Web Seminar, Web, 2024年10⽉31⽇

特別講演・
招待講演 28 野尻英俊, 膠原病を伴った脊椎疾患に対する外科的治療の進歩と課題－内科の先⽣⽅にも伝えたい脊椎疾患・腰痛のレッドフラッグ－, 東京, 2024年11⽉6⽇

特別講演・
招待講演 29 野尻英俊, OVFに対するSurgery & Medication, Spine & Osteoporosis Next Inspiration Conference, 東京, 2024年11⽉7⽇

特別講演・
招待講演 30 野尻英俊, 脊椎外科診療における痛みのコントロール－新たなドラッグデリバリーシステムの選択－, ジクトルテープ発売3周年記念講演会in松⼾, 千葉, 2024年11⽉9⽇

特別講演・
招待講演 31 野尻英俊, 脊椎外科診療における痛みのコントロール－新たなドラッグデリバリーシステムの選択－, ジクトルテープ発売3周年記念講演会in信州, ⻑野, 2024年11⽉15⽇

特別講演・
招待講演 32 野尻英俊, ⾻粗鬆症性椎体⾻折治療のパラダイムシフト, 令和6年度第2回東京都臨床整形外科医会統合研修会, 東京, 2024年11⽉16⽇

特別講演・
招待講演 33 野尻英俊, ⽇常診療で遭遇する神経障害性疼痛－腰部脊柱管狭窄症の治療⽅策を中⼼に－, ⾼齢者のトータルケア－⽇常診療でよく遭遇する疾患－, Web, 2024年12⽉5⽇

特別講演・
招待講演 34 内藤聖⼈, 上肢における腱鞘炎の疼痛管理 ジクトルテープ75mg効能追加1周年記念講演会in御茶ノ⽔, 東京, 2024年1⽉11⽇

特別講演・
招待講演 35 内藤聖⼈, 橈⾻遠位端⾻折, ⽇本⾻折治療学会Orthopaedic Trauma Knowledge Update（⾻折OTAKU）, 東京, 2024年4⽉20⽇



特別講演・
招待講演 36 内藤聖⼈, 上肢における神経障害性疼痛の診断と治療 ⼿の外科診療UP TO DATE in 沖, 那覇, 2024年7⽉25⽇

特別講演・
招待講演 37 内藤聖⼈, 上肢におけるCommon injuryの診断と治療︓⼩児から⾼齢者まで, 第47回なみはや整形外科外傷21世紀フォーラム, ⼤阪, 2024年9⽉7⽇

特別講演・
招待講演 38 内藤聖⼈, 疼痛をともなう⼿外科疾患の治療, ジクトルテープ75mg発売3周年記念講演会in群⾺, ⾼崎, 2024年11⽉22⽇

特別講演・
招待講演 39 森川⼤智, ⽯島旨章, 私のスポーツ活動, 第64回関東整形外科災害学会, 横浜, 2024年3⽉15⽇

特別講演・
招待講演 40 森川⼤智, ⽯島旨章,  鏡視下バンカート修復術＋超⾻移植, 2024 ⼤阪関節鏡フォーラム, ⼤阪, 2024年3⽉31⽇

特別講演・
招待講演 41 森川⼤智, テニスにおける外傷・障害とメディカルサポート, 江東区医師会区⺠公開講座, 東京, 2024年7⽉6⽇

特別講演・
招待講演 42 森川⼤, ⽯島旨章, 肩鎖関節安定性の⽣体⼒学, 第51回⽇本肩関節学会, 京都, 2024年10⽉25⽇

特別講演・
招待講演 43 森川⼤智, 肩関節疾患におけるジクトルテープの使⽤経験, ジクトルテープ発売3周年記念講演会, 群⾺, 2024年11⽉22⽇

特別講演・
招待講演 44 森川⼤智, バイオメカニクスからみた肩鎖関節の機能と臨床, 第15回肩関節機能研究会, 東京, 2024年11⽉30⽇

特別講演・
招待講演 45 森川⼤, スポーツ外傷・障害の最新情報（2）－肩, 令和6年度スポーツドクター養成講習, 東京, 2024年12⽉7⽇

特別講演・
招待講演 46 森川⼤智, 肩の機能と障害, 第55回テニス・メディカルセミナー, 東京, 2024年12⽉15⽇

特別講演・
招待講演 47 本間康弘, 近年の⼈⼯関節の潮流に潜む課題（⾻脆弱性等）と次世代⼿術Arthroplasty 3.0の創出, 第40回四国関節外科研究会, 徳島, 2024年3⽉2⽇

特別講演・
招待講演 48 本間康弘, 新規医療技術創出への挑戦から学んでいること, 第33回 弘前⼤学整形外科夏の研修会, ⻘森, 2024年8⽉3⽇

特別講演・
招待講演 49 本間康弘, ⼈⼯股関節⼿術における「⾳」を⽤いた⼿技の定量化と活⽤の試み, ⽇本材料学会第74回⽣体・医療材料部⾨委員会, 新潟, 2024年8⽉22⽇

特別講演・
招待講演 50 本間康弘, ⾻粗鬆症診療における 患者背景の多様性と今度の課題, 第25回応⽤薬理シンホジウム, 東京, 2024年9⽉15⽇

特別講演・
招待講演 51 本間康弘, ⼤腿⾻頚部⾻折に対するTHA, 第9回SKJRCセミナー, 神奈川, 2024年10⽉12⽇

特別講演・
招待講演 52 本間康弘, Spinopelvic Relationship〜脊椎病変と時間軸を考慮したCup設置〜, Zimmer Biomet Local Seminar in MATSUYAMA, 愛媛, 2024年11⽉15⽇

特別講演・
招待講演 53 髙⽊⾠哉, がんの運動器診療－がんロコモのマネジメント－, 第⼀三共オンコロジー領域社内研修会, Web, 2024年1⽉30⽇

特別講演・
招待講演 54 髙⽊⾠哉, がんの運動器診療－がんロコモのマネジメント－, 千葉がんロコモ地域連携シンポジウム, 千葉, 2024年2⽉3⽇

特別講演・
招待講演 55 髙⽊⾠哉, 脊椎転移の緩和的外科治療－がん⾻転移の包括的診療の中で－, 秋⽥⼤学次世代がんプロフェッショナル養成講座・どうする︕⾻転移︖, 秋⽥, 2024年2⽉17⽇

特別講演・
招待講演 56 髙⽊⾠哉, がん診療医が知っておきたいがんロコモと⾻転移マネジメント, 第⼀三共VTE Webセミナー, がん患者さんのトータルケア, Web, 2024年7⽉4⽇

特別講演・
招待講演 57 髙⽊⾠哉, がんの運動器診療－がんロコモと⾻転移－, 医療安全検事研修会, 東京, 2024年7⽉9⽇



特別講演・
招待講演 58 髙⽊⾠哉, がんの運動器診療－がんロコモのマネジメント－, 久光社内研修会, 東京, 2024年10⽉8⽇

特別講演・
招待講演 59 ⽯島旨章, 変形性膝関節症の病態に則した治療の現状と課題－Part2－, 第97回⽇本整形外科学会学術総会, 福岡, 2024年5⽉24⽇

特別講演・
招待講演 60 ⽯島旨章, 変形性膝関節症の基礎病態 進⾏の過程, 第52回⽇本膝関節病学会, 東京, 2024年7⽉19⽇

特別講演・
招待講演 61 ⽯島旨章, 変形性膝関節症ガイドラインのアップデート, 第52回⽇本膝関節病学会, 東京, 2024年7⽉19⽇

区分 番号 ー 発明者名, 発明の名称, 出願番号 DOI 国際共同

知的財産権の出
願・取得等 1 本間康弘, 他:叩打⾳判定装置, 叩打⾳判定⽅法, 及びプログラム, 特願2024-049803

知的財産権の出
願・取得等 2 本間康弘, 他:叩打⼒提⽰システム, 特願2024-224251

知的財産権の出
願・取得等 3 本間康弘, 他: 叩打⼒計測システム, 特願2024-224254


